
健康保険の手続き

はい、含まれます。
　標準報酬月額の対象には、労働の対価としての基本給のほか、給与規定等に基づき定期
的に支払われる役付手当や残業手当などの各種手当も含まれます。食事や住宅提供などの
現物による給与も含まれますが、傷病手当など労働の対価ではないもの、恩恵的な慶弔金、
臨時に支給する大入袋や退職金などは標準報酬月額の対象外です。

固定給が大幅に変動したときは、
定時決定以外でも標準報酬月額が見直されます。
　昇給や降給により、連続した３ヵ月間の給料の平均がそれ
までと２等級以上変わる場合、４ヵ月目から標準報酬月額が
見直されます。これを「随時改定」といいます。ただし、残業
代の変動だけでは随時改定の対象とはなりません。基本給や
諸手当など、毎月支給額や支給率が決まっている固定的賃金
が変動した場合に限り、随時改定の対象となります。
　なお、随時改定以外にも、育児休業等の終了後に時短勤務
などで休業前より低い賃金で働く場合などは、申し出により
標準報酬月額の改定が可能となっています。

はい。賞与からも保険料を納めます。
　年3回以下の頻度で支給される賞与を受けたときは、税引き前の
賞与額から千円未満の端数を切り捨てた額（これを「標準賞与額」
といいます）に、標準報酬月額と同じ保険料率を掛けて算出した保
険料を納めます。標準賞与額は、賞与支給月ごとに決まります。な
お、標準賞与額には上限が定められており、健康保険では年間累計
573万円を超えた部分には保険料がかかりません。

●健康保険料は、「標準報酬月額×保険料率」で計算する

●標準報酬月額は、４・５・６月の給料の平均額を基に、毎年９月分の
保険料の計算から見直される

●保険料率は保険者によって異なる

早分かり

標準報酬月額の決定に用いられる
４・５・６月の給料には手当なども含まれますか。

定時決定の９月以外に保険料が変わったのですが、
なぜでしょうか。

賞与からも保険料を納めるのですか？

標準報酬月額に含むもの 標準報酬月額に含まないもの
【通貨によるもの】基本給、役付手当、残業手当、通勤手当、精

勤手当、家族手当、日・宿直手当、勤務地手
当、住宅手当、年4回以上支給の賞与　など

【現物によるもの】通勤定期券、食券・食事、社宅・寮　など

傷病手当金、出産手当金、見舞金、
結婚祝い金、出張旅費、仕事上の交
際費、解雇予告手当、退職金、年3
回以下支給の賞与　など
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毎月の保険料の計算方法

標準報酬月額 × =
給料の平均額を基に
毎年見直される
原則4・5・6月の
支給額の平均を基に

決定

保険料率

保険料率は
保険者ごとに異なる

各保険者が
独自に率を決める

毎月の保険料

給料からの控除で
保険者に納付される
事業主が納めるので
納付の手続きは
必要ない

図１

9
月
10
月

（
昇
給
） 11
月
12
月
１
月

10・11・12月の給料の
平均月額

標
準
報
酬
月
額

２
等
級
以
上
の
差

●随時改定の仕方
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標準報酬月額の定時決定の仕組み

1～50等級に区分された「標準報酬月額表」に当てはめて、
標準報酬月額を決定します。

4月：30万円
5月：27万円
6月：32万円

平均29.666…万円

等
級

標準報酬 報酬月額
月額（円） 円以上 円未満

1 58,000 63,000
2 68,000 63,000 73,000
3 78,000 73,000 83,000

… … …
20 260,000 250,000 270,000
21 280,000 270,000 290,000
22 300,000 290,000 310,000

… … …

標準月額報酬
22等級
30万円

例えば給料が
右記の場合…


